　
トスカーナと近代絵画
もうひとつのルネサンス
フィレンツェ・ピッティ宮近代美術館コレクション
　現在のイタリア・トスカ－ナ州と州都フィレンツェは、ルネサンス芸術の発祥地で、重要な芸術活動の拠点となった古都で、「ピッティ宮」はアルノ河畔にあり、16世紀から20世紀初頭までは歴代の統治者の住居であった。
　この宮殿は、有名なヴィッキオ橋に並ぶ店舗の上を通る「ヴァザ―リの回廊」や「ウフィツィ美術館」とつながっており、最上階の３階にある「ピッティ宮近代美術館」には、メディチ家を中心とした歴代の主が収集したトスカーナの絵画や彫刻など1000点以上の美術品が収蔵されて一般に公開されている。
　「損保ジャパン東郷青児美術館」（東京・西新宿）の展覧会（2013.09.07〜11.10）は、この「ピッティ宮近代美術館」の収蔵する“絵画およそ70点”を展示することにより、近代絵画の展開を日本で初めて系統的に紹介する試みである。
　代表的な作品は、「ジョヴァンニ・ファットーリ：＜従姉妹アルジャ＞」（ポスターの写真）、「ジュゼッペ・ペッツォーリ：＜自画像＞」、「アントニオ・フォンタネージ＜サンタ・トリニタ橋付近のアルノ川＞」、テレマコ・シニョーリ－：＜少年の頭部＞などである。
　尚、当美術館の収蔵品である「ゴッホ：＜ひまわり＞」、ゴーギャン：＜アリスカンの並木道、アルル＞、「セザンヌ：＜りんごとナプキン＞や数多くの「東郷青児」の作品も見逃せない。　　
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